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病院内の抗がん剤曝露リスクへの対策として 

「セコム抗がん剤曝露調査サービス」の販売を開始 

～「安全・安心」の医療現場づくりに～ 

 

 セコム株式会社（本社:東京都渋谷区、社長:尾関一郎）のグループ会社でメディカル事業

を担うセコム医療システム株式会社（本社:東京都渋谷区、社長:小松淳）は、シオノギファ

ーマ株式会社（本社:大阪府摂津市、社長:久米龍一）と協業し、病院で働く医療スタッフの

職場での抗がん剤曝露リスクへの対策として、「セコム抗がん剤曝露調査サービス」の販売を

12月 1日から開始します。 

 

 抗がん剤は、取り扱う医療従事者に健康への被害をもたらす、あるいはもたらす疑いがあ

る危険薬剤という面を持ち、ハザーダス・ドラッグ（Hazardous Drug：HD）と呼ばれていま

す。米国国立安全衛生研究所によると、ハザーダス・ドラッグは①発がん性、②催奇性、③

生殖毒性、④臓器障害（低用量での）、⑤遺伝毒性、⑥危険薬剤に構造あるいは毒性が類似し

ている、の 6 項目のうち１つ以上満たしている薬剤と定義されています。 

 

そのため、病院において抗がん剤を取り扱う医療従事者を抗がん剤による曝露から守るこ

とは重要で、2019年には「がん薬物療法における職業性曝露対策ガイドライン」が策定さ

れ、病院で抗がん剤の曝露量を正確に把握することが求められるようになりました。そこで

今般、セコム医療システムではシオノギファーマと協業し、サンプリングキットを使用した

抗がん剤曝露状況の正確な測定、および対策案の提案などを行う「セコム抗がん剤曝露調査

サービス」の販売を開始しました。 

 

今後もセコム医療システムでは、「安全・安心」な医療現場づくり、さらにはそこから生ま

れるより質の高い医療の実現に貢献していきます。 

 

 

 



■ 「セコム抗がん剤曝露調査サービス」の特長 

1．抗がん剤曝露が起こりやすい場所（10カ所）に特定 

米国薬局方（USP）の通則「USP800（医療現場におけるハザーダス・ドラッグの取り

扱い ）」で、病院内で特に抗がん剤曝露が起こりやすいとされる場所（10カ所）を対象

に調査を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．ワイプ法（拭き取り法）による簡便な調査 

お客様側での対応は、サンプリングキットに含まれるアルコール含浸綿で測定対象

場所を拭き取り、そのアルコール含浸綿（検体）を専用のチャック付き袋に入れ、冷

所保管のうえ、シオノギファーマ摂津工場に送付するだけです。送付された検体を専

用機器で定量分析することで、抗がん剤の残留量を算出します。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプリングキットの付属品 

拭取り作業用手袋、アルコール含浸綿、返送用チャック付き袋 

 

3．調査結果を受けての対応策の提案 

抗がん剤曝露状況の調査結果を踏まえ、抗がん剤曝露対策や定期的な調査（モニタリン

グ）を提案します。 

日常の抗がん剤曝露対策としては、セコム医療システムが独自に開発し、抗がん剤分解

力と人体に対する高い安全性を兼ね備えた抗がん剤分解溶液「ＨＤプロテクト」（特許出

願中）などを提案します。 

 

 



 

※報道資料： 抗がん剤分解溶液「ＨＤプロテクト」の販売を開始（2020年 7月 1日） 

 https://medical.secom.co.jp/pdf/houdou_20200701.pdf 

4．定期的な調査が実施可能な価格設定 

 
対象抗がん剤：シクロフォスファミド、フルオロウラシル等 

 

■ 問い合わせ先 

本報道に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

セコム医療システム株式会社  運営監理部 森川、石田 

 ＴＥＬ:０３－５７７５－８０３０   

 

商品名称 定価（税抜き）

　セコム抗がん剤曝露調査サービス　10ヶ所（1薬剤検出） 150,000円　

　セコム抗がん剤曝露調査サービス　10ヶ所（2薬剤同時検出） 220,000円　

　セコム抗がん剤曝露調査サービス　10ヶ所（3薬剤同時検出） 300,000円　

　セコム抗がん剤曝露調査サービス　10ヶ所（4薬剤同時検出） 370,000円　


